
平
成
十
八
年
十
月
六
日
受
領

答

弁

第

一

三

号

内
閣
衆
質
一
六
五
第
一
三
号

平
成
十
八
年
十
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
川
内
博
史
君
提
出
孤
児
作
品
（
著
作
権
者
等
不
明
作
品
）
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。



衆
議
院
議
員
川
内
博
史
君
提
出
孤
児
作
品
（
著
作
権
者
等
不
明
作
品
）
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

米
国
著
作
権
局
が
「
孤
児
作
品
」
問
題
に
関
す
る
報
告
書
を
議
会
に
提
出
し
た
経
緯
と
問
題
意
識
に
つ
い
て
の
詳
細
を
承

知
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
同
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
問
題
意
識
を
共
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

な
お
、
二
千
五
年
一
月
に
上
院
議
員
オ
ー
リ
ン
・
ハ
ッ
チ
及
び
パ
ト
リ
ッ
ク
・
リ
ー
ヒ
ー
が
「
孤
児
作
品
」
問
題
に
関
す

る
調
査
と
報
告
書
の
と
り
ま
と
め
を
同
局
に
依
頼
し
た
こ
と
を
契
機
に
同
局
が
調
査
を
開
始
し
、
二
千
六
年
一
月
に
報
告
書

を
と
り
ま
と
め
、
上
院
司
法
委
員
会
に
提
出
し
た
こ
と
、
ま
た
、
同
報
告
書
に
、
権
利
者
の
許
諾
が
得
ら
れ
な
い
「
孤
児
作

品
」
の
利
用
は
、
著
作
権
侵
害
責
任
を
問
わ
れ
る
危
険
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
生
産
的
か
つ
有
益
な
利
用
が
滞
る

と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
事
態
は
公
益
に
反
す
る
懸
念
が
あ
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

二
の
�
）
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
度
か
ら
平
成
十
八
年
度
ま
で
の
間
に
お
け
る
国
立
国
会
図
書
館
に
よ
る
著
作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第

四
十
八
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
補
償
金
の
供
託
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
度
に
二
百
二
十
九
名
分
、

一



二
万
三
千
四
百
八
十
九
円
、
平
成
十
八
年
度
に
三
万
八
千
五
百
七
十
二
名
分
、
三
百
六
十
七
万
千
七
百
七
十
九
円
が
供
託
さ

れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
補
償
金
の
供
託
に
係
る
著
作
物
は
、
明
治
期
か
ら
大
正
期
に
刊
行
さ
れ
た
専
門
書
が
中
心
で
あ
り
、
そ
の
刊
行

当
時
に
お
い
て
も
一
般
に
著
作
者
名
が
周
知
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
多
く
、
著
作
権
者
の
没
年
と
権
利
承
継
者
の
連
絡
先
の

特
定
が
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

政
府
と
し
て
は
、著
作
物
の
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、同
法
第
六
十
七
条
の
規
定
の
円
滑
な
運
用
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

二
の
�
）
に
つ
い
て

著
作
物
の
円
滑
な
利
用
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
著
作
権
者
の
情
報
を
利
用
者
に
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
著
作
権
関
係
団
体
等
に
お
い
て
は
、
著
作
権
者
に
関
す
る
情
報
の
電
磁
的
な
記
録
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
政
府
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
取
組
を
支
援
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
の
�
）
に
つ
い
て

著
作
権
法
は
、
登
録
、
納
本
、
著
作
権
表
示
等
の
方
式
を
要
さ
ず
に
著
作
権
を
保
護
す
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
無
方
式
主
義

を
採
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
よ
う
な
事
例
が
今
後
も
生
じ
得
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
著
作
権
関
係
団
体
等

二



に
よ
る
電
磁
的
な
記
録
の
作
成
に
対
す
る
支
援
、
同
法
第
六
十
七
条
の
規
定
の
円
滑
な
運
用
等
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

三
の
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
、
承
知
し
て
い
る
限
り
で
は
、
例
え
ば
、
韓
国
、
カ
ナ
ダ
及
び
英
国
が
挙
げ
ら
れ
る
。

三
の
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
米
国
内
の
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
界
に
お
け
る
反
対
意
見
及
び
そ
の
理
由
が
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
か
を
承
知
し

て
い
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
の
�
）
に
つ
い
て

我
が
国
の
裁
定
制
度
に
係
る
御
指
摘
の
よ
う
な
事
例
を
承
知
し
て
い
な
い
。

四
に
つ
い
て

著
作
物
の
利
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
著
作
権
法
第
六
十
七
条
の
規
定
の
円
滑
な
運
用
に

努
め
る
と
と
も
に
、
著
作
権
者
が
不
明
で
あ
る
著
作
物
の
利
用
を
可
能
と
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い
て
、
諸
外
国
の
動
向
も

十
分
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
と
も
よ
く
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

三


